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工学部

■  ■ 　プ ロ グ ラ ム の 概 要
建築学プログラムでは、主として次の点に関する工学的知識・技術および考え方を学ぶ。

（１）自然・社会・人類に対する倫理的な判断能力。

（２）都市・建築および人間の安全性・健康性を確保するための建築構造物を構築するための基礎理論・技術。

（３）人間生活の基本的・直接的な環境である住宅・建築・都市の空間について、その空間機能・環境性能・空間造形の特性

と人の生活との関係を多面的に捉え、文化的で安全かつ健康な建築の計画と設計を行うための基礎理論・技術。

（４）都市・地域を社会的・文化的側面も含めた総合的視点で捉え、豊かで持続可能な都市・地域環境を創造するための基礎

理論・技術。なお、工学部工学科建築学プログラムの卒業資格および科目内容は、一級建築士試験の受験要件として国土

交通省から認定を受けている。

■  ■ 　人 材 育 成 目 標
建築設計製図の理論と技術の学習を通じて空間的に課題を解決でき、建築構造や建築環境設備の特性や諸問題を理解でき、自

然環境や社会環境と建築の調和を順応的に考えられる人材を育成する。一級建築士試験の受験資格要件を満たすことを目指す。

■  ■ 　プ ロ グ ラ ム の 到 達 目 標 （ 期 待 さ れ る 学 修 成 果 ）
｜1｜知識・理解

a）	建築の規模計画、配置計画、動線計画、寸法計画および設計

b）	建築構造計画、建築構造計算、および建築構造設計

c）	建築環境計画、建築設備計画・設計

d）	建築材料、建築生産計画

e）	都市計画・設計

｜2｜当該分野固有の能力

a）	建築が地球環境にどのように影響を与えているかを理解し、これらを解決する能力。

b）	建築と持続可能な社会の関連を理解し、これらを可能とする能力。

c）	地球全体と地域社会の関係を理解する能力。

｜3｜汎用的能力

a）	国内のみならず世界の歴史や文化に関する知識。

b）	建築分野における技術者倫理の重要性を理解する。

c）	建築や都市の設計にあたり、地域住民の立場にたつことの重要性を理解する。

d）	人と社会や環境の関係について歴史的理解と改善方法を理解する。
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｜4｜態度・姿勢

a）	建築学の主要分野である建築設計・計画、建築構造、建築環境・設備、建築生産、並びに都市・地域計画をはじめとする

建築関連分野に関して、設定された自然環境条件、社会的条件を理解し、これらに対応した基礎的知識を習得する。

b）	地球環境の保全と人間の健康および安全をはかり、持続可能な社会を実現していくことを緊急の課題と認識し、建築を、

地域および地球規模の環境との関係においてとらえ、人類の安全と利益、および地球社会と地域社会の持続的発展に貢献

できる能力を身に付ける。

c）	人間社会全般や地域固有の文化と歴史、公共的福祉への洞察力を高め、その継承と改善のために建築技術を適切に用い、

かつ建築技術が社会・自然・人類に及ぼす影響・効果を的確に把握し、建築家・技術者としての責任を自覚する能力を身

に付ける。

d）	建築学の工学的な基礎となる数学、自然科学、情報技術に関する基本的知識を修得する。

e）	与えられた建築学に関する課題に対して、調査・実験を企画・実行し、データを解析・解釈し、定められた期間で結果を

取りまとめ報告する能力を身に付ける。

■  ■ 　プ ロ グ ラ ム の 履 修 要 件
１年次においては、基礎的な専門科目（建築学概論、建築図学、建築材料・構造概論など）や数学・力学・情報処理など

の教養系科目の他に、語学や人文科学・社会科学等を含む教養系科目を主に履修すること。

■  ■ 　カ リ キ ュ ラ ム 立 案 と 学 修 方 法 に つ い て の 基 本 方 針
カリキュラムの方針　学習・教育目標を確実に達成するために、低学年においては主に基礎的科目を設定し、学年次の進行

と共により専門性の高い科目を多く配置するようにしている。また、２年次に専門科目の基礎を学ぶことから、３年次にはそ

れらに対応する実験・演習科目を配置し、理解の深化を図っている。各学年の具体的なプログラム内容は以下のとおりである。

■１年次

基礎的な専門科目（建築学概論、建築図学、建築材料・構造概論など）や数学・力学・情報処理などの教養系科目の他に、

語学や人文科学・社会科学等を含む教養系科目を主に学ぶ。

■２年次

２年次からは、より専門性の高い科目が設定されている。２年次には、建築学の主要分野である建築設計製図、建築構造

解析学、建築材料、建築計画学、建築環境工学、都市計画などに関する科目が開講されており、これらの科目を通して専門

分野の基礎知識を修得する。また、建築設計製図では、基本計画と基本設計に関する実習課題に取り組み、建築の計画・設

計の進め方と、設計主旨を明確にする方法、および発表・説明等の能力の修得に努める。

■３年次

上述の主要分野に対応した実験・演習科目のほとんどが３年次に開講されている。これらの実験・演習科目を通し、それ

までに学んだ学問分野をより深く理解すると共に、実験と計測の技術を身に付け、得られた結果を分析・考察する能力を養

う。また、２年次に引き続き、建築設計製図や建築計画演習、都市計画・デザイン演習などの実習科目も開講されており、

より具体的な建築や都市に関する設計と計画の手法と知識を実践的に修得する。

■４年次

卒業研究と卒業設計を通して、専門的な問題を理解・整理し、調査や分析、実験などに基づき解決するための能力、建築

を総合的にデザインする能力を身に付ける。また、他者の意見を正しく理解した上で、自分の考えを正しく伝えるプレゼン

テーション能力を養う。建築的創造は、確固とした倫理観の下でなされる。そのため、技術者倫理について考え、その意義

と重要性とを学ぶ。




